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５ ＥＳＤとこれからの道徳教育 ＜１＞

道徳の時間「別葉」 と 「ＥＳＤカレンダー」

総合的な学習の
時間

◇白方から世界へⅠ
◇伝統を引き継ごう
○オリエンテーション
○運動会でつながろう

道徳
（日本標準）

1.日付とコトバ
1-(2)理想，勇気，努力
2.キッパリ！ 自分を変えよう

1-(1)望ましい生活習慣，思
慮・節制

3.だから私はがんばれる！
1-(4)明朗・誠実

4.ロレンゾの友だち
2-(3)信頼・友情と男女の協力
5.まゆみちゃんと私
4-(5)家族愛
6.涙そうそう
3-(1)生命尊重

国語
(光村図書)

「つないで，つないで，一つの
お話」

2-(3)
「カレーライス」

1-(1) 1-(4) 4-(5)
「春のいぶき」

3-(2) 4-(7)

「笑うから楽しい」

1-(4) 3-(1)
「時計の時間と心の時間」

1-(1) 1-(5) 2-(4)
「学級討論会をしよう」

2-(4)
「伝えにくいことを伝える」

2-(2) 4-(2)

社会
(東京書籍)

1.日本の歴史
(1)縄文のむらから古墳のくに
へ

1-(5) 4-(7) 4-(8)

(2)天皇中心の国づくり
1-(2) 4-(7) 4-(8)
(3)貴族のくらし
4-(7) 4-(8)

算数
(東京書籍)

1．対称な図形
1-(5) 4-(7)

1．対称な図形
2．円の面積
1-(5) 1-(6) 4-(1)
3．文字と式
1-(5)
4．分数のかけ算
1-(5) 1-(6) 4-(1)

意図をもって関連づけた「指導計画」

指導の時期や単元名と価値項目の関連

ＥＳＤで目指す子ども像
つけたい力
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５ ＥＳＤとこれからの道徳教育 ＜２＞

＜道徳教育の目標＞
教育基本法及び学校教育法に定められた教育の根本精神に基づき，自己の生

き方（中学校：人間としての生き方）を考え，主体的な判断の下に行動し，自
立した人間として他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳性を養うこ
とを目標とする。

「考える道徳」
「議論する道徳」への転換

「特別の教科 道徳」（道徳科）への改正－１

＜特別の教科 道徳 の目標＞
第１章総則の第１の２に示す道徳教育の目標に基づき，よりよく生きるため

の基盤となる道徳性を養うため，道徳的諸価値についての理解を基に，自己を
見つめ，物事を多面的・多角的に考え，自己の生き方（中学校：人間としての
生き方）についての考えを深める学習を通して，道徳的な判断力，心情，実践
意欲と態度を育てる。

・「考える」「議論する」
に値する内容

・ＥＳＤの視点からの教材、
他教科等との関連
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５ ＥＳＤとこれからの道徳教育 ＜３＞

ESDの実践には、特に次の２つの観点が必要
・ 人格の発達や、自律心、判断力、責任感などの人間性を
育むこと

・ 他人との関係性、社会との関係性、自然環境との関係性
を認識し、「関わり」「つながり」を尊重できる個人を
育むこと （ユネスコスクール公式ウェブサイト）

＜「特別の教科 道徳」の内容項目＞
Ａ 主として自分自身に関すること

Ｂ 主として人との関わりに関すること

Ｃ 主として集団や社会との関わりに関すること

Ｄ 主として生命や自然，崇高なものとの関わりに関する
こと

同じ

「特別の教科 道徳」（道徳科）への改正－２
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＜『小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編』
「第３節 指導の配慮事項」＞

▷ 主体的な学習
▷ 自分の考えを表現する
▷ 問題解決的な学習
▷ 現代的な課題
・ 各教科、外国語活動、総合的な学習の時間及び特別活動における学習と関連づけ、
それらの教育課題を主題とした教材を活用

・ 持続可能な発展を巡っては、環境、貧困、人権、平和、開発といった様々な問題
があり、これらの問題は、生命や人権、自然環境保全、公正・公平、社会正義、
国際親善など様々な道徳的価値に関わる

・ これらの諸課題には多様な見方や考え方があり、一面的な理解では解決できない
ことに気付かせ、多様な価値観の人々と協働して問題を解決していこうとする意欲
を育む

・ 答えが定まっていない問題を多面的・多角的視点から考え続ける姿勢を育てる

ＥＳＤの学びとの関連

「特別の教科 道徳」（道徳科）への改正－３

５ ＥＳＤとこれからの道徳教育 ＜４＞
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まとめとして・・・

「何のために学ぶのか？」

良い大学に入って
良い会社に入って
良い暮らしをする

自分のために学ぶ

「（自分のため）＋だれか
のために学ぶ」と胸
をはって言える子ど
もたちが増えること
を願って。

５ ＥＳＤとこれからの道徳教育 ＜５＞
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最後に・・・ ＜１＞

＜岡山ＥＳＤ
キャッチフレーズ＞

（Ｅ）ええものを
（Ｓ）子孫の
（Ｄ）代まで

法政大学坂本旬教授
(E)いい
(S)世界に
(D)できる人間

を育てる教育ＥＳＤキャラクター
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最後に・・・ ＜２＞
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今年の５年生・６年生の実践「ビデオレターで交流しよう」

最後に・・・（予告編①） ＜３＞

岩瀬中学校英語担当の先生と岩瀬中学校ＡＬＴ

自分たちで撮影します
どういう点を、どういう順番で、どういう映像で
撮影したらいいのか⇒「絵コンテ」にまとめます
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今年の５年生・６年生の実践「ビデオレターで交流しよう」

最後に・・・ （予告編②） ＜４＞

６年生の校内発表会

撮影し直したものを本校担当のＡＬＴに見てもらいます

岩瀬中学校の英語の先生に再度来ていただき、伝えたい
ことを英語でどう言えばいいのか教えていただきました

自分たちのメッセージをきちんと
伝えたい
⇒撮影～見直し～撮影・・・
英語の先生に聞く
ＡＬＴに見てもらう
何も見ずに英語でしゃべる
タブレットでの編集を自分でやる

どんな返信が来るか楽しみ
＜国際理解・親善・思いやり＞
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▷日本ユネスコ国内委員会
http://www.mext.go.jp/unesco/

▷福島ESDコンソーシアム（FEC）
https://www.facebook.com/fec.org/

▷須賀川市立白方小学校
http://www.sukagawa.gr.fks.ed.jp/?page_id=184

E-mail  :  shirakata-e＠fcs.ed.jp

本日は、このような機会をいただき、ありがとうございました。


